
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【導入製品】 

企業/代表者 
MedVigilance 株式会社（西区） 

代表取締役：高岸 聡     https://www.medvigilance.com/ 
製品イメージ 

製品概要 

・製品名：「LANTHAMO＋」（ランサーモプラス） 

一台で「非接触検温・非接触消毒・受付管理」を実現する。一呼吸の「熱」でも検

知できる 2 万 PIXEL 高感度サーモグラフィカメラを使用し、0.2 秒以内にスムーズ

に検温結果が判明。前髪やマスクなどにも影響されず、室外や室温が低い場所でも検

温が可能。AI 顔認証により個人を識別し、カスタマイズされた質問機能による受付

が可能で、検温結果と共に入退場記録の管理ができる。 

※令和２年度に横浜市へ寄附いただいた AI 検温器「LANCEGATE（ランスゲート）」

に受付管理機能を盛り込んだ新製品 

 

参加プログラム 横浜ベンチャーピッチ 

 

 

－スタートアップ成長支援拠点 YOXO BOX－ 

YOXO BOX で市内スタートアップの製品・サービスの 

導入・展示をスタート 

令和４年 10 月 11 日 
経 済 局 新 産 業 創 造 課 

横 浜 市 記 者 発 表 資 料 

横浜市は、『イノベーション都市・横浜』を旗印に、関内のスタートアップ成長支援拠点『YOXO BOX(よ
くぞボックス)』を中核として、社会課題解決に挑戦する起業家・スタートアップの創出に取り組んでいます。 

このたび、新たな支援の取組として、横浜市の支援プログラムに参加した市内スタートアップの製品・サー

ビス(以下、製品)をYOXO BOX 内に導入・展示する取組を開始します。 

第一弾として、新型コロナウイルス感染症対策及び入場者の受付管理の効率化のため、令和２年度に本市が

寄附を受けてその有用性が確認された MedVigilance 株式会社の AI 検温器に受付管理機能が追加された新製

品を導入するとともに、スタートアップの製品展示やパネル展示等を行います。 

この取組を契機に、今後YOXO BOX を、市内スタートアップの最新技術の導入の場・ショールームとして

も活用し、製品の社会実装化を支援していきます。 

YOXO BOXにお越しいただき、スタートアップの最新技術やユニークな製品をご覧ください。 

概要 

１ 設置場所：横浜市スタートアップ成長支援拠点「YOXO BOX（よくぞボックス）」 

（横浜市中区尾上町一丁目６番 ICON 関内１階（旧市庁舎向かい）） 

２ 営業時間：平日 10：00～18：00 

３ 導入・展示について 

YOXO BOX において実施するスタートアップ支援プログラム等に参加した企業が開発する 

製品等を導入・展示します。詳細は下表をご覧ください。 

(1) 導入製品  

   来場者管理システム「LANTHAMO＋」（ランサーモプラス）を入口２か所に設置します。 

(2) 展示製品  

 横浜市の支援プログラムに参加した市内スタートアップ9社の製品をラウンジ内に展示します（一部製 

品はパネル展示のみ）。製品を体験したい場合は、コミュニテイマネジャーまでお申しつけください。 

【裏面あり】 



 

【展示製品（50 音順）】 

企業/代表者 製品概要/参加プログラム 製品イメージ 

アルケリス株式会社
（金沢区） 

代表取締役：藤澤 秀行 

https://www.archelis.com/ 

・製品名：アシストスーツ「アルケリス」 

足に装着したまま「歩く」「座る」動作を可能にする無電源のアシストスーツ。装着

者の体重をスネとモモで分散して支え、足腰の負担を減少させることで、医療従事者

や工場従事者などの長時間の立ち仕事を可能にする。 

★横浜ビジネスグランプリ～YOXO アワード～2021（最優秀賞）ほか 

 

株式会社 
エフィシエント（西区） 
代表取締役：脇坂  健一郎 

https://efficient-inc.com/  

・製品名：面接練習アプリ「steach（スティーチ）」 

ユーザー自身がスマホや PC を用いて質問に回答する様子を撮影すると、音声と動

画を AI エンジンが解析し、目線や姿勢、表情、声、身振り等をもとに定量的なアドバ

イスを提供し、「話し方」の効率的な改善を支援する。 

★YOXO アクセラレータープログラム 2020 採択ほか 

 

クールフライヤー 
株式会社（泉区） 
代表取締役：山田 光二 

https://coolfryer.co.jp/  

・製品名：業務用電気フライヤー「クールフライヤー」 

揚げ調理の課題に対して、油槽の底部を水槽で覆う冷却構造及び対流を制御する独

自技術により、水分および不純物をすばやく沈殿させ、油ハネ・油煙・オイルミストの

発生を抑制するとともに、油を新鮮な状態に保ち、おいしさと健康、コストの削減と

SDGs に貢献する。 
★横浜ビジネスグランプリ～YOXO アワード～2020（ファイナリスト）ほか 

 

株式会社 SOXAI 
（中区） 
代表取締役：渡邉 達彦 

https://soxai.co.jp/  

・製品名：スマートリング「SOXAI Ring（ソクサイ リング）」 

健康データを正確に取得・分析可能な日本発＆日本初のコンディション管理用スマ

ートリング。取得した情報を独自のアルゴリズムで分析し、睡眠状態、活動状態、スト

レス状態等の健康指標がモバイルアプリ上で表示されることで、生活習慣や睡眠の質

の改善に寄与する。 

★横浜ベンチャーピッチ 
  

Social Healthcare 
Design 株式会社 
（中区） 

代表取締役：亀ヶ谷 正信 

https://s-h-d.co.jp/  

・製品名：「健幸度®向上ソリューション」（パネル展示のみ） 

88 問のアンケートから、一人ひとりのパーソナリティまで加味してウェルビーイン

グ度を分析できるシステムを提供。未病段階の健康分析から課題を発見、 ヘルスケア

の個別最適化を行う。 

★YOXO アクセラレータープログラム 2021 採択 

 

ディアベリー株式会社
（西区） 
代表取締役：渡邊 洋平 

https://deervery.com/  

・製品名：エゾシカレザー用いた財布など 

鹿肉と異なり廃棄処分されることの多い、北海道のエゾシカの皮を原材料に製造し

たレザー製品。環境負荷の低い加工方法を用いて魅力ある製品へ仕上げることで、「ゴ

ミ」から「貴重な資源」への価値の転換を図る。 

★横浜ベンチャーピッチ 

 

バタフライボード 
株式会社（青葉区） 
代表取締役：福島 英彦 

https://butterflyboard.jp/  

・製品名：持ち歩けるノート型ホワイトボード「バタフライボード２」など 

特許技術「スナップ・バインディング・テクノロジー」により、大きなホワイトボー

ドを、持ち歩けるノートサイズに小型化。「書く、消す、貼る、広げる、共有する」と

いう機能を融合した、いつでもどこでもアイデアに出会えるコミュニケーションツー

ル。 

★横浜ベンチャーピッチ 

 

株式会社フィルズ 
（西区） 
代表取締役：飯田 百合子 

https://fills-inc.com/#wrapper 

・製品名：パッケージフリーのプラットフォーム「Fills（フィルズ）」 

飲食店と生活者を繋ぐプラットフォーム。ドリンクやフードの”中身だけ”を買う・

売ることができ、スマホとタンブラーなどの容器を用意するだけですぐに利用可能。 

★YOXO アクセラレータープログラム 2021 採択ほか 

 

VR ワイバオ・ジャパ
ン株式会社（西区） 

代表取締役：樽谷 隆 

https://www.vrwaibao.jp/ 

・製品名：VR ギャラリー（パネル展示のみ） 

メタバース上にある会場で、様々なアート作品を模擬的な実寸大、等身大、拡大でバ

ーチャルのギャラリーで展開し迫力ある作品として見て回れる VR 空間をスマートフ

ォン上に創造。入室者の行動履歴をログで追うこともでき、マーケティングに活用す

ることも可能。 

★横浜ベンチャーピッチ 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

経済局 新産業創造課長   髙木 秀昭    Tel 045-671-3913 

横浜市は、新たなイノベーションを横浜から創出していく、「イノベーション都市・横浜」を宣言しました。こ

れまでに、みなとみらい地区の研究開発拠点をはじめ、様々な民間企業や、大学等によりイノベーション人材の交

流機会が形成されています。この取組を更に大きなムーブメントとしていくため、象徴となるロゴマーク YOXO

（よくぞ）を決定し、関内にスタートアップ成長支援拠点として、「YOXO BOX（よくぞボックス）」を設置。 

YOXO BOX では、ビジネスモデルのブラッシュアップや事業会社とのマッチング、投資家等による資金調達な

どスタートアップの成長・発展に向けて、各種プログラムを実施しています。 

 

■YOXO BOX 概要 

・名称：横浜市スタートアップ成長支援拠点「YOXO BOX（よくぞボックス）」 

・住所：横浜市中区尾上町一丁目６番 ICON 関内１階（旧市庁舎向かい） 

・営業時間：平日 10：00～18：00 

・Web サイト：https://socialport-y.city.yokohama.lg.jp/yoxo/  

※YOXO BOX は、横浜市経済局と横浜市スタートアップ成長支援事業共同企業体（幹事社：三菱地所株式会

社）により企画・運営されています。 

 

■横浜市の支援プログラム（一部） 

・YOXO アクセラレータープログラム 

  スタートアップのビジネスの成長・発展に向けた、専門家によるメンタリングや事業会社とのマッチン 

グ、各種のイベント・セミナー、VC 等に向けた成果発表会、事業 PR のサポートなどを実施するアクセラレ

ータープログラム。 

・横浜ベンチャーピッチ 

  事業の拡大を目指すスタートアップをプレゼンターとし、ベンチャーキャピタルや金融機関、事業会社、 

大企業等のビジネスパートナーを発掘するプレゼンテーション会。 

・横浜ビジネスグランプリ～YOXO アワード～ 

新たな価値を創造するような製品・サービスの提供を目指す起業家やスタートアップを発掘するため、

横浜での起業や新規事業展開に挑戦するビジネスプランを審査するビジネスプランコンテスト。 

イノベーション都市・横浜／YOXO BOX 事業の取組 


